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ヨハネの黙示録 2 章 1 節～7 節 「エフェソにある教会の天使にこう書き送れ。『右 

の手に七つの星を持つ方、七つの金の燭台の間を歩く方が、次のように言われる。「わた

しは、あなたの行いと労苦と忍耐を知っており、また、あなたが悪者どもに我慢できず、

自ら使徒と称して実はそうでない者どもを調べ、彼らのうそを見抜いたことも知っている。 

あなたはよく忍耐して、わたしの名のために我慢し、疲れ果てることがなかった。しかし、

あなたに言うべきことがある。あなたは初めのころの愛から離れてしまった。だから、ど

こから落ちたかを思い出し、悔い改めて初めのころの行いに立ち戻れ。もし悔い改めなけ

れば、わたしはあなたのところへ行って、あなたの燭台をその場所から取りのけてしまお

う。だが、あなたには取り柄もある。ニコライ派の者たちの行いを憎んでいることだ。わ

たしもそれを憎んでいる。耳ある者は、“霊”が諸教会に告げることを聞くがよい。勝利

を得る者には、神の楽園にある命の木の実を食べさせよう。」』 

 

七つの教会のうち、最初の宛先はエフェソの教会である。「右の手に七つの星を持つ方、 

七つの金の燭台の間を歩く方」はキリストを表す表象である。キリストは、エフェソ教会

に称賛すべきことがあると言われる。まず、「わたしは、あなたの行いと労苦と忍耐を知

っており、また、あなたが悪者どもに我慢できず、自ら使徒と称して実はそうでない者ど

もを調べ、彼らのうそを見抜いたこと」である。「行い」は、信仰生活の実際的な姿勢で、

キリストは信徒たちが労苦し、忍耐してきたことを知っていると言われる。キリスト者は

キリストの十字架を背負うゆえに、迫害がない時でも、労苦と忍耐が求められる。迫害の

最中、エフェソ教会の信徒たちは苦難に耐え、信仰を守り抜いた。教会には悪者どもが現

れ、また、使徒であると自称して、誤った教えを吹聴する者たちがいる。しかし、信徒た

ちは悪者どもを追い払い、使徒と名乗って誤った教えを語る彼らの嘘を見抜き、心を乱す

ことはなかった。取り柄の一つの具体例は、「ニコライ派の者たちの行いを憎んでいるこ

と」であるという。キリストも彼らを憎んでいると言う。「ニコライ派の者たち」のこと

が再三出てくるが、その正体はグノーシス的な自由主義者たちを指すと言う人もいるが、

歴史的実像は定かではない。いずれにしても、異端的な言動をする人たちのことであろう。

彼らに服せず、憎んで退けた。これらのことは、キリストの名のために我慢し、疲労を覚

えなかったことは取り柄であると称えている。 

 一方責めるべきことは、「あなたは初めのころの愛から離れてしまった」ことであると

批判している。パウロから福音を聞いた時、彼らはキリストの愛に感動し、その愛に倣う

熱心な信仰に励んでいた。しかし今は、あの頃の愛から離れてしまっている。信仰生活に

は惰性に流されることがある。「だから、どこから落ちたかを思い出し、悔い改めて初め

のころの行いに立ち戻れ。もし悔い改めなければ、わたしはあなたのところへ行って、あ

なたの燭台をその場所から取りのけてしまおう」と諭す。悔い改めは、初めの愛に戻るこ

とである。悔い改めは、洗礼時の一回だけでなく、常に初心に回帰していく原点なのであ

る。悔い改めなければ、燭台が取りのけられ、即ち、キリスト不在の、教会ではないとこ

ろとなる。「耳ある者は、“霊”が諸教会に告げることを聞くがよい。勝利を得る者には、

神の楽園にある命の木の実を食べさせよう。」エデンの園の中央に植えられた「命の木」

の実を食べる者は永遠の命を得る。日々、初めの愛に立ち帰りなさいと勧めている。 


